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高反応性な分子の精密設計と反応性制御に
基づく革新的な水素活用技術の開発
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本研究は、粗水素（H2 と CO や CO2 の混合ガス）が未開拓な工
業資源であることに注目し、粗水素を直接的に利用した有機化合
物の水素化反応の開発に取り組みます。特に、水素化ターゲット
となる有機化合物として芳香族複素環化合物を用いることで、粗
水素ガスから H2 を直接的に分離・貯蔵・運搬する革新的技術の
確立を目指します。つまり、【粗水素→高純度水素→H2 貯蔵・運搬】
という流れの既存技術に対して【粗水素→ H2 貯蔵・運搬】とい
う新たな技術を検証します。これにより、バイオマス含む炭素資
源を効率的かつ安定的に利用した水素社会の実現に貢献します。
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応用分野 水素エネルギー関連、グリーン触媒、バイオマスの有効活用
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